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凡　　例

掲載順序は，作物分類，作物・病害，著者の順とした。作物および病害の掲載順序は，岸　
国平編「作物病害辞典」（全国農村教育協会，1988）によった。また，著者の掲載順序は第
１著者名のABC順とし，同一著者については年代順とした。

掲載した文献は，可能な限り作物・病害の組み合わせで表記した。事項の掲載作物病害一覧
は，初版および増補版（2009年6月発刊）と共通のものとしたたため，掲載されていない文
献もあるので，あらかじめご了承願いたい。

各文献の末尾に，その文献の内容を示す以下の分類記号を付した。

分類記号　　Ａ：圃場における耐性菌の発生　　Ｂ：室内試験での耐性菌の発生
　　　　　　Ｃ：薬剤感受性検定方法　　　　　Ｄ：モニタリング（耐性菌の分布）
　　　　　　Ｅ：薬剤の効果　　　　　　　　　Ｆ：耐性菌の環境適応度
　　　　　　Ｇ：耐性菌と感受性菌との競合　　Ｈ：耐性の遺伝
　　　　　　Ｉ：耐性のメカニズム　　　　　　Ｊ：耐性の分子生物学
　　　　　　Ｋ：耐性菌対策　　　　　　　　　Ｍ：交差耐性
　　　　　　Ｎ：負相関交差耐性　　　　　　　Ｌ：その他

殺菌剤耐性菌に関する国内文献集（増補版）①（1996～2012）
2019年11月更新

まえがき
　本増補版には，初版への掲載以降1996年から2016年までの間に国内の研究者が主要学術雑誌
（海外のものを含む）に発表した文献および初版同様，単行本，国公立試験研究機関報告（～
2012），学会・シンポジウムの講演要旨等に掲載された文献についても可能な限り収録に努め
た。

　本増補版①および②（2019年11月更新）に収録された文献数は延べ1264に上る。本増補版
は，全国の大学，農業試験場，その他の研究機関等の協力を得て日本植物病理学会 殺菌剤耐性
菌研究会によって編集された。文献の記載もれ，記載方法の不備等お気付きの点についてご指摘
願えれば幸いである。
以降，修正点等を研究会ホームページ（http://www.taiseikin.jp/)を通じてお知らせしたい。

この文献集が殺菌剤耐性菌研究の発展のため，また，生産現場での病害防除に役立つことを念願
するとともに，協力いただいた各位に厚くお礼申し上げる。

　　2019年11月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本植物病理学会　殺菌剤耐性菌研究会
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